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 ニジマス飼育試験

 I目的

 初年度であるため,墳」吏要因に対する成育状況及ぴ餌料の選・択性などを把握する目的で・食用

 候補マス及び稚魚マスの放養を行い次のよ1)な結果を得たので報告する。

 I[食用候補魚飼育結果表

減

 牟E克合員耳I駐(465Kg)

 1狂;ギ兵㌻#∵∴“
 合計、、、、、一ヂ、寸⊥、.。、∴一
 詩増肉売上コ取揚冊一放養数冊

 取揚・量
 増肉率「友巻数冊x100

考察

 絵解に対する増肉率とその係数について

 1.下半期に於ける調餌(栄一養素)絢成の欠陥

 2.餌料組成と水温降下との調整がとれな=かった

 3・疾病による蜷死が欠きへこの分を加.算寸州.ビ給餌・係数は普汕とたろこ結果1地に/.上低調であ

 ったが,過程に於いでは補々普通な効率である。今後は前半期自然減を如何にして生産数批ハ

 軌道に乗らしめるかと云うことだIある。経済灼な餌料効果は結果的には土とくなかったが,この

 欠陥を次期に補正でき得れば決して無駄ではなかろう。

 な卦,増肉率の不調は,水温降下期に於ける外部一票囚が太さな作用をしたものと思われる。,

 これらに対する措置は一未経験ハため㌧善処できなかった。また精神的に若千焦慮した点もよく

 なかったと思う。
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 皿稚魚マス飼育結果表

その1

      飼育日数一放養一ミ.ll総給餌量(738Kg)      放養数亙一平均体重放裏面郷植物■圭動物一性
      1円～10k9半り2一万尾)7946.6m小麦39kgちみ144k9

      2月28日内訣1、麦粉121k9魚勅284k9
      163日間葉13kg魚肝32k9

      92.物勿一馬鈴.薯81kg鮮魚21kg

      19&nも肝臓3kg

      計255k計483kg

 その2(選別刷果表)

       歩滅り内訳

       選別期日取場一量増肉祉獅肉率歩留り携死・自然滅(鳥害,
       逃逸共食不明.魚)

       234k9124k981kg

       12月Z8日(10,672尾)94kg16ア%53%(5,658尾〕(3.6ア0尾)

       現在量205k9100k9

       2月28日152k色12kg109%31%(9211尾)(4,470尾)

       -(6,319。毫)
 ・考察

 1.未納験ハため魚に対する処置が適切でなかった。

 2.疾病(栄養障害)に侵された稚魚が続出したため,いささか騰躍すると共に水温降下にとも

 なう餌料配合(栄養素,蛋白,脂肪,炭水化物)と消化酵素の相関関係が適切でなかったこと。

 3.疾病の種類

 胃腸障害(腸炎症)原因過食や不消化物,酸化物を一与えた時,ビタミン不足の

 ときも腸炎が起る。腸が充血しているのが特長。

眼病(角膜白濁,眼球突出)

 背鰭ずれ

 脂肪酸の過酸化物毒症

 肝臓の脂肪変性

貧血症

 原因ビタミ1/A,B1,Bら等の不足

 原因ピタミソ類の不足,イノシットの欠乏,鰭が崩壊する

 鯛貧血,腎臓肥大,腸充血の症状を呈す。
 特徴は体色が黒く・水面に於いてふらふらしている。・
 陽炎を随伴し胃腸には殆ど食物が在く、淡黄色の液が
 充満する。

 原因寄生虫、了ミノ酸の不足{ビタミンB.、担い葉酸、
 バノトテソ酸、.イノシット(写・一の不足により起る。

 薬剤として□ノジ1/を渦餌の際0.2%添加した。その他洋カラシ及び食塩も少量添加を打つだ。

掴当者小山鉄雄
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 稚ゴィ飼育試験

 I稚コイ飼育必111

飼育日数平均水温
 一.辿っ一;≒生

 放養鮒二1-r均体す平均1械一
 カ女jせ一I、査{

 6月2ア日から

 8月13日まで'

48日間

27oc30kg

 (最言宇2950こ'(5〕テ。「`
 最低。。.。・。)1

1苧仁}0.69  20祠パ

{62m'

 g二機練

取揚一数量

111時

(29639戸書)

 増肉量及び増肉単
 一■二一下■万巻餌料(5202蒔ゴ

 ・歩
動物性

81K9

340% 54%

 蛾4.2Kg

 甲ミーノレ6.45Kg

魚粉0.51侮

 言十11.16K穿

植物性

麦糠16.58晩

 レッド24.28K穿

計40.86彰

 歩滅の原因

 水路から飼育池えの注水ができず当鳩の飲料水を給水塔より使用したが水が不足し水変りが起
 艶死したものが大多数を占めた。

 内訳水変りによる擁死22.8k9(15,200尾)
 不明魚4.5kg(3,000尾)

 .,卿ψ郷・・…(1・…尾)
 取揚時携一死一一0'54^2kg(361尾)

 計30,542kg(20-361尾)

 皿稚コイ分養試験       山一'[.一''』^呵'、躬レ、

       放養数量       飼育日数平均水温放養面蹟取場数量増肉量及増肉率平均体重

       8月14日から11月11日90日間2る。O(最高30.2oc最低13oO)4159m目57Z6晦(16,941尾)466,695ア0%45ππ
       歩留

       放養数

       13号池47Kg(125る0尾)87%32Z8㎏(1.0927尾).

       18号池19号池5.7陶(4.小g(・1532尾)1196足)80%0%62591226月
       25一岬池43,4Kg(11551.尾)…■■一40%184.8K9(4620炉)

       一

       ユ国試験飼育10・理(2800」一己)5%2.5Kg(168∫`)■■一…一一」'一'■一'
       へlllKg(276ろ9膿全1本の歩留57%
       註25一ワ池は水芭透明,鳥害ψり,寸城門一'萄梛畷20肺祁郡弼正で←丁、!1え一111一 25弓池主水巴透明,島害あり,寸

 出,19号胆、i9月16日午後7時頃池底が陥没(直径1刑)しこ{1より十仰胤・'.,柵1
 の定め歩留ぱ0%o
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 歩減の原因

 取拐1I宇用に_■二'=一'う」勺、1一二減水したた。一

 f、之て2fご砒くに:㌃リ.・.三(、よ.1↓好で一5つ札

 ら.れると思')o

 !,結果は悪か?た。しかし魚フ)成長は放養後2週間
 .放養を早く行ひ取掲時期を研究すると良い成績が得

考察

 最一終的に歩儲が非常に愚かったことが云える。事故による逃逸等もあったがこれらぱ今後予防

 できる問題である。

担当者児島史郎

 ウナギ飼育試験

 註取湯量なし(飼育継続中)

 .生産量放養量の密度等により相当在相違があり一概には云えないが大体2～3倍の増

 肉であろう。

 水温・気温観測表についての所見

 水温,気温の隼変化については別表ハと知りである。

 この気象観測表に基く水温について所見を述べると次項ク〕ようなことが言える。

 36年5月30日から観測を始めたが,平均水温は別表で表わしたと倉りで,マス養成に至適
 水温ば15～16ooがよいといわれている。

 1符号④が至適水温である。(冷水性魚類)

 ⑭ぱ水温上昇に伴って飼育限界水温に突入するので時期的には注意を要すると共に餌料調合
 及び注水量の増減等適切な処置が必要であ乱

 ④これもAに準ずる反対の対策が必要である。特に高嶺の寒冷地帯に沿ける水温降下(昼と
 夜の温度差の著しいところ)については,夏季に反対の栄養素の調合等耐寒性を考慮して投

 与する必要がある。特に河川用水の場合は,変化に富むハが特徴でもある関係上むずかしさ
 があるが,これも周年に呑けろ水のくせを知っておれば.充分マス養成には支障のないもの

 と信ずる。ただ,,湧水の、■洞水利川ハマス養成とは成長に於いて若千の遅速はあり得ると思

 時舳「勺に水温を分析すれば一11札rとトリてある。

 {…三1竜一(i“5月1F」、6月}末口ま'ご60日

 10」j20日～12リ10日一まで50日
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 限界水温(高温)ア月1日～10月10Elまで

 適温外水温12月20日～3月中句まで
結語

 相当高度な技術をもって白杯条件を克一一坦し

 ることカ…肝残である。

 2.二、房水性急須・の飼育について

 季節的にみた、縦1㌦夫から検討する=1一らば,.

 止水養殖を行う堀合はこの眼)ではえい。

 稚コイ生産についてけ逃水淵を㌃1.俣十るた1

 間の水温、保†榊=ついては昼夜へ生水引俸を計'

 ,自然環境に順、応、でIき得ろ態勢を速かに修得す

 二≡々ヨー直水し、丁.1角が一jっずか100日位であるn但し

 、二止水父は半流水とし,〃隻併用する。性に夜

 111的に行')ことによって調整する。
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年間水温変化表



年間気温変化表


